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己
・
ァ
ト
レ
、
じ
・
1
1
耳
dm

今
年
の
韓
国
は
、
麗
水
海
洋
博
覧
会
を
は

じ
め
、
嬉
し
く
も
悲
し
く
も
「
海
」
に
関
す
る

出
来
事
が
多
か
っ
た
年
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

「
海
」
に
関
わ
る
国
際
シ
ン
ポ
を
一
つ
紹
介
し

た
い
。
済
州
大
学
校
海
洋
科
学
研
究
所
主
催

で
行
な
わ
れ
た

-
2
2
D
巳
E
D
巳

冨
2
Z
D
m

o
D
m
印
可

ω
σ
c
c円
「
J
『

o
n
y
D
o
-
o
m可
山

口

己

〈
巳

5
丘
町
自
己
」
(
五
月
二
十
九
日
1
三
十

一
日
)
で
あ
る
。
「
ブ
ラ
ン
ド
の
技
術
と
価
値
」

を
テ

1
マ
と
す
る
こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
海
洋
科
学
研
究
所
所
長
・
李
築
敦
教
授
の

「
ブ
ラ
ン
ド
育
成
」
事
業
に
繋
が
る
日
韓
の
学

術
協
議
で
あ
る
。

そ
の
趣
旨
は
、
人
文
社
会
諸
科
学
の
展
開

と
科
学
技
術
と
の
関
連
を
総
合
的
に
検
討
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
文
理
統
合
研
究
の
有
効

性
を
具
体
的
に
示
し
、
ま
た
、
そ
の
有
効
な
方

法
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
日
に
至
る
日
本
と
韓
国
の
学
術
シ
ス
テ
ム

と
そ
の
基
礎
概
念
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
、

輸
入
先
の
西
欧
文
化
と
の
価
値
体
系
の
差

異
、
そ
れ
を
受
け
と
る
際
に
働
い
た
漢
字
文

化
圏
に
お
け
る
伝
統
、
受
け
入
れ
時
期
や
再

編
の
歴
史
的
条
件
な
ど
を
勘
案
し
、
新
概
念

の
創
始
、
流
布
、
定
着
、
再
編
を
総
合
し
て
考

察
す
る
。
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
輸
出
さ
れ
た
学

術
編
制
と
日
本
の
近
現
代
の
独
自
の
知
的
シ

ス
テ
ム
の
役
割
の
解
明
を
行
う
こ
と
を
基
礎

に
す
え
て
「
海
」
と
い
う
テ

l
マ
で
現
在
、
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
領
土
・
資
源
・
環
境
」
等
々

の
問
題
に
新
し
い
見
地
を
示
し
、
そ
の
解
決

一
九
七
三
平

心
理
諦
浦
ソ
ギ
ポ
に
研
究
所
在

策
を
導
き
出
す
姿
勢
を
も
つ
こ
と
で
あ
っ

た
。
多
少
、
難
解
な
文
脈
で
あ
る
。
と
い
う
の

は
、
こ
の
学
術
シ
ン
ポ
の
始
ま
り
は
、
大
学
共

同
利
用
機
関
法
人
の
総
合
研
究
大
学
院
大
学

(
略
称
/
総
研
大
)
・
学
融
合
推
進
セ
ン
タ
ー

研
究
助
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
で
あ
る

「
日
本
に
お
け
る
諸
科
学
の
編
制
と
基
礎
概

念
の
検
討
、
文
理
統
合
研
究
の
有
効
性
を
探

る
」
(
鈴
木
貞
美
代
表
)
か
ら
、
済
州
大
学
校
海

洋
科
学
研
究
所
の
「
ブ
ラ
ン
ド
育
成
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
の
融
合
で
展
開
し
た
日
韓
初
の

「
学
融
合
」
を
め
ぐ
る
国
際
シ
ン
ポ
で
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。

総
研
大
・
学
融
合
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
「
生
命
」

「
情
報
」
「
科
学
政

策
」
の
四
つ
の
課
題
を
あ
げ
て
い
た
。
中
で
も

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
版
は
、
金
子
務
・
大
阪
府
立
大

学
名
誉
教
授
の
リ
ー
ダ
ー
で
二

O
一
0
年
度

よ
り
、
地
球
環
境
問
題
が
問
わ
れ
る
時
代
に

人
類
の
生
活
に
と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何

か
、
と
い
う
根
本
的
な
課
題
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、

二

O
一
一
年
東
北
大
震
災
に
よ
る

福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
「
日
本
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
産
官
学
の
体
制
、
科
学
技

術
の
在
り
方
へ
の
疑
問
を
投
げ
か
け
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
そ
の
疑
問
と
反
省
の
声
を
集

め
た
論
集
が
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
学

の
融
合
と
拡
散
』
(
金
子
務
・
鈴
木
貞
美
編
、
作

品
社
、

二

O
一
四
)
と
し
て
世
に
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
論
集
は
直
ち
に

『
叶
叶
オ
E

一E

q
斗
告
ヰ
』
(
民
俗
苑
、

二

O
一
四
)
韓
国
版
で

所
長
老
務
め
て
い
る
李
栄
敦
教
授
(
理
学
博



刊
行
さ
れ
、
本
シ
ン
ポ
の
会
場
で
共
有
さ
れ

た
。シ

ン
ポ
に
参
加
し
た
発
表
者
と
論
題
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
Z
J
E
Z
』
目
土
O

(

(

株
)
テ

ク
ノ
ベ

1
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
己
山
C
)
「ブ

ラ
ン
ド
の
価
値
創
出
の
戦
略
」
、
稲
賀
繁
美

(
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
)
「
交
易
の

海
賊
史
観
に
む
け
て
」、

金
子
務
(
大
阪
府
立

大
学
名
誉
教
授
)
「
近
世
日
本
に
お
け
る
科
学

者
像
の
原
型
」
、
鈴
木
貞
美
(
国
際
日
本
文
化

争議惨
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研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
)
「

エ
ネ
ル
ギ
ー
概

念
を
め
ぐ
る
研
究
か
ら
わ
か
っ
て
き
た
こ

と

へ

朴
美

貞

(
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
)
「
朝
鮮
半
島
沿
岸
に
お
け
る
海
の
産
物

を
め
ぐ
る
哨
フ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
、
森
洋
久
(
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
)
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
情
報
」
、
金
舷
栄
(
国
史
編
纂
委
員
会
)
「
通

信
使
と
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
」
、
李
策
敦

(
済
州
大
学
校
教
授
・
海
洋
科
学
研
究
所
所
長

老
活
者

-
F
3。
ロ
ロ
∞
号
ロ

g
E
)
「
済
州
道
の
溶

岩
海
水
と
養
殖
の
融
合
の
価
値
創
出
」
で

あ
っ
た
。
本
シ
ン
ポ
で
は
、
日
韓
学
融
合
の
最

初
の
議
論
の
場
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
東

ア
ジ
ア
の
中
の
共
通
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
、
そ
の
協
議
の
場
を
広
め
る
必
要
性
を
関

係
者
は
痛
感
し
た
。
さ
ら
に
、
済
州
道
の
自
然

環
境
や
海
の
幸
、
資
源
、
未
来
模
範
都
市
と
し

て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

(ω
目
白
ユ
の
『
丘
/
次

世
代
知
能
系
電
力
網
)
、
風
力
発
電
機
や
電
気

自
動
車
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
々
の
済
州
の
魅

力
に
た
っ
ぷ
り
浸
か
れ
、
有
意
義
な
時
聞
を

持
っ
た
。

本
シ
ン
ポ
を
主
催
し
た
済
州
大
学
校
の

「
海
洋
科
学
研
究
所
」
は
、
①
海
洋
の
特
性
と

資
源
の
合
理
的
な
利
用
、
②
自
然
環
境
保
全

と
保
護
、
③
海
洋
と
環
境
分
野
に
お
け
る
優

秀
な
人
材
育
成
、

④
産
学
協
同
研
究
を
通
じ

て
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
。一

九
六
八
年
に
済
州
大

学
校
に
南
方
水
産
生
物
研
究
所
が
設
立
さ
れ
、

'--' 

σ日
作
町
氾
ト
い
い
期

L
し
E
力
却
、
右
一刀

L

そ

σ，昨
討
。

一
九
七
三
年
に
西
蹄
浦
ソ
ギ
ポ
に
研
究
所
を

竣
工
し
、
そ
の
後
、
海
洋
資
源
研
究
所
(
一
九

八
二
年
)
に
改
称
。
も
っ
と
も
同
研
究
所
は
、

一
九
八
六
年
に
奇
堂
康
範
範
翁
よ
り
新
た
な

敷
地
が
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
二
年
後
に
現
在
の

済
州
市
威
徳
里
で
研
究
所
の
竣
工
を
開
始

し
、
海
洋
研
究
所
に
改
称
し
た
。
奇
堂
康
範
範

翁
は
、
こ
こ
済
州
道
の
出
で
東
京
在
住
在
日

企
業
家
で
あ
っ
た
。

現
在
、
済
州
大
学
校
海
洋
科
学
研
究
所
の

せ
司
示
、
q』
F
E佐
究

二
C
一
匹
」
轄
匡
版
で

所
長
老
務
め
て
い
る
李
柴
敦
教
授
(
理
学
博

士
)
は
、
ヒ
ラ
メ
養
殖
を
成
功
さ
せ
、
済
州
で

養
殖
産
業
の
発
展
的
未
来
を
拓
い
た
パ
イ
オ

ニ
ア
で
あ
る
二

般
的
に
済
州
を
代
表
す
る

特
産
品
と
し
て
は
黒
豚
、
ミ
カ
ン
と
鯛
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
人
々
が
多
く
接
し

な
が
ら
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
特

産
品
が
済
州
の
養
殖
ヒ
ラ
メ
で
あ
る
。
李
栄

敦
教
授
は
、
済
州
養
殖
ヒ
ラ
メ
の
研
究
者
と

し
て
合
理
的
な
養
殖
ヒ
ラ
メ
の
活
路
を
模
索

し
、
自
主
的
な
プ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
作
業
を
推

進
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
「
社

会
に
貢
献
す
る
科
学
者
」
と
し
て
の
使
命
意

識
を
持
ち
、
済
州
の
漁
民
が
豊
か
で
多
様
な

経
済
活
動
の
基
盤
を
持
つ
た
め
に
、
さ
ら
に

多
様
な
魚
種
の
養
殖
に
挑
戦
し
て
い
る
。
研

究
へ
の
熱
い
情
熱
と
経
営
感
覚
、
世
界
的
な

活
動
力
量
で
済
州
大
学
校
海
洋
科
学
研
究
所

と
地
域
経
済
の
発
展
を
導
い
て
い
る
存
在
で

あ
る
。李
栄
敦
教
授
の
希
望
(
考
え
)
は
、
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
水
準
の
魚
類
養
殖
シ
ス
テ
ム
と
養
殖

文
化
を
構
築
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
最
近
、
李

教
授
は
産
業
通
商
資
源
部
地
域
縁
故
事
業
に

心
血
を
注
い
で
い
る
。
済
州
養
殖
魚
類
の
市
フ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
主
な
骨
子
で
あ
る
同
事
業

は
、
済
州
ヒ
ラ
メ
を
中
心
に
苦
叫
司
プ
ク
パ

リ
ロ
。
E
O
D

∞
2
己
と
ク
エ
(
済
州
名
/

ア

ラ
)
、
ト
ラ
フ
グ
な
ど
済
州
養
殖
魚
類
の
国
際

輸
出
の
可
能
性
を
模
索
す
る
こ
と
が
目
標
で



あ
る
。
そ
の
問
、
済
州
の
養
殖
魚
類
が
日
本
や

米
国
市
場
に
相
当
数
進
出
し
て
い
る
が
唯

一
、
販
売
基
準
が
厳
格
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場

で
は
顕
著
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。

李
柴
敦
教
授
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
関

す
る
展
望
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
特
別
に
養
殖
魚
類
の
販
売
認
証
を

流
通
業
組
合
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
商
品
を

販
売
す
る
に
あ
た
っ
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
厳
格
な
組
合
内
部
規
定
の
お
か
げ
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
食
材
料
流
通
市
場
は
、
世
界

最
高
水
準
の
安
全
と
信
頼
性
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
養
殖
魚

類
販
売
許
可
を
受
け
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
事

実
上
、
す
べ
て
の
国
家
で
認
め
ら
れ
る
ほ
ど

の
公
信
力
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
水
産
物
流
通
組
合
が
提
示
す

る「

2
。σ巳
ω
∞ュ
2-zz-
山門吉

R
E
P
-
円。

七

2
2片
2(20σ
巳
の
〉
司
)
」
は
、
生
産
か
ら

流
通
と
販
売
ま
で
す
べ
て
の
状
況
と
手
続
き

の
基
準
を
定
め
て
い
る
。
行
政
当
局
の
管
理

法
規
よ
り
さ
ら
に
厳
し
く
適
用
さ
れ
る
組
合

規
定
の
お
か
げ
で
、
そ
の
問
、

E
U
の
農
水
産

物
市
場
の
壁
は
海
外
の
業
者
に
は
難
攻
不
落

で
あ
っ
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
水
産
物
流
通
組
合
は
、
養

殖
魚
類
と
家
畜
を
含
ん
だ
す
べ
て
の
食
材
料

を
〈
元
気
で
安
ら
か
に
〉
育
て
る
こ
と
を
強
制

し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
業
者
に
対
し
て
は
勤

労
者
の
福
祉
と
養
魚
場
周
辺
の
環
境
保
全
な

ど
を
、
幅
広
い
思
考
と
社
会
的
経
営
を
追
求

す
る
よ
う
に
誘
導
し
て
い
ま
す
ね
。
私
た
ち

の
養
殖
産
業
も
高
い
水
準
に
到
達
し
ま
し
た

が
、
色
々
な
部
分
で
、
ま
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
先

進
養
殖
シ
ス
テ
ム
と
養
殖
文
化
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
李
栄
敦
教
授
は
言
う。

そ
の
問
、
済
州
養
殖
ヒ
ラ
メ
の
品
質
と
価

値
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
養
殖
漁
民
に

活
力
を
吹
き
込
む
た
め
に
孤
軍
奮
闘
し
て
き

た
李
栄
敦
教
授
の
こ
の
成
果
は
、
韓
国
内
最

初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
認
証
の
獲
得
と
い
う
点
で

価
値
が
大
き
い
。
今
後
、
済
州
養
殖
ヒ
ラ
メ

は
、
韓
国
の
地
方
自
治
体
と
水
産
業
協
同
組

合
、
漁
民
に
と
っ
て
立
派
な
ロ

l
ル
モ
デ
ル

に
な
る
だ
ろ
う
。

「
毎
年
、
ベ
ル
ギ
ー
で
開
催
さ
れ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
水
産
食
品
博
覧
会
百
三
。
℃
ぬ
山
口

∞
の

ω
F
o
a
間
同
℃
。
巴
C
O
D
)
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

水
産
食
品
は
勿
論
、
世
界
の
様
々
な
国
の
水

産
製
品
が
毎
年
参
加
す
る
国
際
行
事
で
す

が
、
去
る
四
日
か
ら
十
日
ま
で
七
日
間
聞
か

れ
た
今
回
の
博
覧
会
で
、
済
州
養
殖
ヒ
ラ
メ

を
世
界
の
人
々
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
注
力
し

ま
し
た
。
今
後
、
多
様
な
水
産
食
品
が
済
州
養

殖
ヒ
ラ
メ
の
後
に
続
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場

に
進
出
す
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
」
。
併
せ
て

李
栄
敦
教
授
は
、
海
外
で
認
め
ら
れ
る
養
殖

ヒ
ラ
メ
が
故
郷
で
冷
や
飯
を
免
れ
な
い
現
実

に
遺
憾
の
念
を
表
し
た
。
つ
ま
り
、
済
州
道
民

は
常
に
天
恵
の
環
境
の
中
で
豊
富
な
水
産
食

品
に
接
す
る
た
め
、
養
殖
ヒ
ラ
メ
に
大
き
い

魅
力
を
感
じ
ず
に
い
る
と
い
う
。
こ
れ
と
関

連
し
て
、
海
洋
水
産
部
は
〈
叩
大
戦
略
品
目
〉

の
中
に
ヒ
ラ
メ
を
選
定
、
生
産
性
を
高
め
て

韓
国
人
と
世
界
の
人
々
に
普
及
さ
せ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
る
、
と
。

そ
し
て
、
「
現
在
の
海
洋
水
産
部
は
、
生
産

性
増
進
を
目
標
に
ヒ
ラ
メ
の
輸
出
商
品
化
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
圏
内
で
は
さ

し
み
の
材
料
と
し
て
主
に
使
用
さ
れ
る
ヒ
ラ

メ
を
、
西
欧
人
の
食
欲
に
合
わ
せ
て
ス
テ
ー

キ
用
で
開
発
す
る
な
ど
多
様
な
試
み
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ス
テ
ー
キ
に
適
合
し

た
ヒ
ラ
メ
は
体
重
が

2
1
3
同
ま
で
到
達
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
産
卵
周
期

が
大
き
い
障
害
要
素
に
な
り
ま
し
た
。
養
殖

ヒ
ラ
メ
が
一
歳
を
越
え
た
春
季
に
成
熟
期
と

産
卵
期
を
迎
え
る
が
、
産
卵
を
終
え
れ
ば
魚

類
の
体
力
と
免
疫
力
が
急
激
に
低
く
な
っ
て

廃
死
率
も
高
ま
っ
て
肉
質
も
低
下
し
ま
す
。

こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
多
く
の
研
究
を
繰

り
返
し
ま
し
た
よ
」
。

ほ
と
ん
ど
の
魚
類
の
繁
殖
は
、
水
温
と
光

周
期
(
昼
の
長
さ
と
夜
の
長
さ
の
比
率
)
の
影

響
を
受
け
る
特
性
が
あ
る
た
め
に
、
季
節
別

ー
ノ
三

己

E
Z
コ
う
と
に
き
、
九
十

H
KJで
ヘ
容

で
急
激
な
日
照
量
と
水
温
変
化
が
魚
の
成
熟

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
に
対
し
李

栄
敦
教
授
は
〈
光
〉
に
着
目
、
光
周
期
を
調
節

し
て
養
殖
魚
類
が
季
節
を
勘
違
い
す
る
よ
う

に
さ
せ
る
研
究
を
進
行
中
で
あ
る
。
生
殖
素

の
成
熟
状
態
(
一
般
養
殖
魚
が
「
卵
を
は
ら
む

こ
と
」
)
を
持
た
な
か
っ
た
状
態
で
個
体
の
成

長
老
持
続
的
に
誘
導
す
る
た
め
に
は
、
光
量

を
調
節
し
て
繁
殖
生
理
を
自
然
に
適
応
す
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
最
も
自
然
で
、
人
工
的

で
な
い
最
善
の
方
法
と
し
て
選
ば
れ
る
。

「
春
産
卵
期
以
後
、
生
殖
素
が
休
息
に
入
っ

た
状
態
を
持
続
的
に
維
持
す
る
こ
と
が
カ
ギ

で
し
た
。
ヒ
ラ
メ
の
性
的
成
熟
が
起
き
な
い

状
態
で
生
体
リ
ズ
ム
を
生
殖
素
休
み
の
間
に

合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
現
在
、
絶
え
ず
研
究
と

補
完
を
繰
り
返
し
て
い
て
、
一
部
は
成
功
裏

に
市
場
に
進
出
し
て
販
売
高
を
上
げ
て
い
ま

す
」。李
栄
敦
教
授
は
先
頃
、
成
功
的
な
結
果
を

お
さ
め
た
養
殖
ヒ
ラ
メ
の
例
を
基
に
、
済
州

パ
リ

1
課
魚
類
プ
ク
パ
リ
、
ア
ラ
(
標
準
名
/

ク
エ
)
、
子
吾
想
叶
(
標
準
名
/
マ
ハ
タ
)
、
ホ
ン

パ
リ

1
に
対
す
る
研
究
速
度
に
拍
車
を
か
け

て
い
る
。

事
実
、
国
内
に
棲
息
す
る
パ
リ

l
課
魚
類

の
繁
殖
特
性
探
索
と
宗
廟
生
産
技
術
開
発

は
、
国
家
次
元
で
持
続
的
に
投
資
さ
れ
て
き

た
が
、
繁
殖
生
理
特
性
お
よ
び
性
成
熟
制
御

技
術
不
十
分
、
親
魚
確
保
な
ど
の
問
題
に

よ
っ
て
養
殖
産
業
化
は
難
し
い
実
情
に
あ

る
。
す
で
に
バ
リ

1
課
魚
類
の
人
工
受
精
卵

を
企
業
体
に
提
供
し
、
社
会
的
に
大
き
い
効



一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
水
産
物
涜
通
組
合
は
、
養

の
生
産
と
宗
廟
生
産
を
国
内
で
最
初
に
成
功

さ
せ
た
と
あ
っ
て
、
現
在
は
母
個
体
を
確
保

し
て
繁
殖
特
性
に
利
用
す
る
技
術
と
情
報
を

基
に
産
学
研
が
養
殖
産
業
化
に
努
め
て
い

る
。
顕
著
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
李
柴
敦
教

授
は
、
海
洋
科
学
研
究
所
の
研
究
成
果
を
活

用
し
て
企
業
ら
が
実
用
化
す
る
日
を
指
折
り

数
え
て
い
る
。
彼
は
、
単
純
な
リ
ー
ダ
ー
で
な

い
、
養
殖
パ
リ

l
課
の
商
品
化
を
目
標
に
し

て
い
る
養
殖
産
業
の
先
駆
者
で
あ
る
。
政
府

で
は
、

農
水
産
物
の
種
子
強
国
を
実
現
す
る

た
め
に
、

二

O
一
三
年
か
ら
二

O
一一一

年
ま

で
の
。
E
O
D
∞

2
己
印
可
円
。
」
ぬ
の
門
(
の
∞
司
)
を
遂
行

し
て
い
る
。
プ
ク
パ
リ
の
宗
廟
生
産
と
輸
出

種
子
を
育
成
す
る
た
め
に
「
年
三

O
O
万
ド

ル
の
輸
出
を
目
標
に
研
究
と
産
官
学
協
力
、

を
世
界
の
人
々
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
注
力
し

海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
近
い
将
来、

ヒ
ラ
メ
に
続
き
プ
ク
パ

リ
、
ア
ラ
を
さ
ら
に
安
い
価
格
で
消
費
者
の

食
車
に
上
が
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
」
と
。

李
栄
敦
教
授
は
、
済
州
の
水
を
商
品
化
す

る
事
業
も
併
せ
て
進
行
中
で
あ
る
。
火
山
島

で
あ
る
済
州
島
の
地
下
に
は
漢
翠
山
の
脈
に

繋
が
っ
て
い
る
淡
地
下
水
と
島
が
形
成
さ
れ

て
地
下
に
形
成
さ
れ
た
塩
地
下
水
が
共
存
し

て
い
る
が
、
李
栄
敦
教
授
は
、
ま
さ
に
塩
地
下

水
の
商
品
化
の
可
能
性
に
重
き
を
置
い
て
い

る
。

済州バリ一課魚類プクパリ

「
済
州
塩
地
下
水
の
水
温
は

げ
l
m
度
を

維
持
し
て
い
て
玄
武
岩
と
砂
に
漉
過
さ
れ
た

水
な
の
で
〈
恒
常
性
〉
と
〈
清
浄
性
〉
を
兼
ね
備

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
長
所
を
備
え
た

塩
地
下
水
は
暖
流
性
魚
種
と
寒
涜
性
魚
種
を

同
時
に
養
殖
す
る
の
に
大
変
良
い
環
境
で

す
。
人
に
す
れ
ば
春
・
秋
の
気
候
と
似
て
い
る

こ
と
と
同
じ
で
す
。
今
後
、
済
州
塩
地
下
水
は

気
候
変
化
に
対
応
、
水
産
資
源
を
保
護
し
、
開

発
し
て
い
く
重
要
な
垣
根
に
な
る
で
し
ょ

う
」
と
。
李
栄
敦
教
授
は
、
済
州
塩
地
下
水
を

〈
溶
岩
海
水
〉
と
命
名
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
力
を

注
い
で
い
る
。〈
溶
岩
海
水
〉
は
魚
種
養
殖
に

も
大
き
い
効
果
を
上
げ
て
い
る
が
、
自
ら
の

商
品
性
も
侮
れ
な
い
。
塩
分
を
除
去
し
て
食

用
水
に
再
誕
生
さ
せ
て
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア

飲
み
水
市
場
へ
の
進
入
を
提
示
し
、
さ
ら
に

化
粧
品
素
材
、
食
素
材
、
水
耕
栽
培
な
ど
活
用

範
囲
は
無
尽
蔵
で
あ
る
。
李
栄
敦
教
授
は

一

響
を
受
け
る
特
性
が
あ
る
た
め
に
、
季
節
別

O
年
先
を
見
つ
め
て
大
き
い
枠
組
み
で
〈
溶

岩
海
水
〉
の
商
品
化
戦
略
を
構
想
中
で
あ
る
。

済
州
大
学
校
海
洋
科
学
研
究
所
は
、
一
九

六
八
年
ス
タ
ー
ト
か
ら
地
理
的
条
件
上
、
海

洋
研
究
の
特
性
を
持
っ
た
研
究
機
関
で
あ

7
Q

。「一

九
八
六
年
、
済
州
出
身
の
在
日
企
業

家
・奇
堂
康
範
範
翁
よ
り
敷
地
五

O
O
O坪

と
建
物
、
研
究
飼
育
洞
と
装
備
な
ど
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
活
発
な
研
究
を

願
っ
て
運
用
基
金
の
支
援
も
受
け
ま
し
た
。

私
ど
も
の
海
洋
科
学
研
究
所
は
、
康
範
範
翁

の
意
に
よ
り
社
会
に
貢
献
す
る
研
究
に
遁
進

し
て
き
で
い
ま
す
。
現
在
の
海
洋
科
学
研
究

所
は
、
国
際
交
流
活
性
化
の
た
め
に
緊
密
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

長
崎
大
学
と
毎

年
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
で
日
回
目
を
迎
え
た
交
流
行
事
は
、
養
殖

生
物
の
繁
殖
生
理
研
究
事
例
を
蓄
積
し
て
き

ま
し
た
。
5
回
目
か
ら
は
中
国
の
科
学
者
も

参
加
し
て
そ
れ
な
り
の
規
模
と
成
果
を
備
え

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
併
せ
て
学
生
実
習

と
地
域
漁
民
の
所
得
創
出
方
案
を
摸
索
す
る

な
ど
、
研
究
機
関
で
あ
り
教
育
施
設
と
し
て

の
役
割
を
遂
行
し
て
い
ま
す
」
と
。
ま
た
、
済

州
大
学
校
海
洋
科
学
研
究
所
は
、
毎
年
、
地
域

青
少
年
に
所
定
の
奨
学
金
を
支
援
し
て
社
会

的
責
務
を
も
履
行
し
て
い
る
。

自
身
の
研
究
成
果
よ
り
も
、
共
同
研
究
者

ら
と
共
に
成
果
を
分
け
て
実
用
化
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
と
い
う
李
栄
敦
教
授
。
研
究
技
術

る
。
す
で
に
バ
リ

l
課
魚
類
の
人
工
受
精
卵

を
企
業
体
に
提
供
し
、
社
会
的
に
大
き
い
効

果
を
上
げ
る
こ
と
で
、

学
者
で
あ
り
教
授
と

し
て
の
自
負
心
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
李
栄

敦
教
授
は
、
今
後
の
養
殖
産
業
発
展
の
可
能

性
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
韓
国
の

水
産
養
殖
を
世
界
的
水
準
に
ま
で
開
発
し

て
、
こ
れ
を
商
品
化
し
、
社
会
の
助
け
に
な
ろ

う
と
実
質
的
な
研
究
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

ま
た
今
後
、
彼
の
情
熱
が
水
産
養
殖
業
を
含

ん
だ
韓
国
国
内
経
済
発
展
に
も
よ
り
大
き
く

寄
与
し
て
、
持
続
的
な
価
値
創
出
を
髄
歌
す

る
だ
ろ
う
。

済
州
は
、
石
・
風
・
女
の
多
い
島
で
あ
る
意

味
を
込
め
た
三
多
(島
)
で
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
が
、
最
近
は
、
中
国
人
観
光
客
が
多
い
こ
と

を
入
れ
て
「
四
多
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
海

軍
基
地
を
め
ぐ
る
摩
擦
、
中
国
人
の
不
動
産

投
機
と
中
国
人
観
光
客
に
よ
る
風
紀
の
乱

れ
、
賭
博
事
業
の
動
き
等
々
の
問
題
で
住
民

は
悩
ん
で
い
る
ら
し
い
。
同
時
に
、
済
州
は
自

然
・
環
境
・
水
産
等
々
の
資
源
を
ど
の
よ
う
に

保
存
・
育
成
す
べ
き
か
、
国
際
的
視
点
で
捉
え

る
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

済
州
道
に
期
待
を
寄
せ
る
観
点
か
ら
は
、
そ

の
地
政
学
的
位
置
か
ら
し
て
、
将
来
的
に
は

国
際
的
研
究
・
地
球
的
課
題
の

コ
ン
ソ
シ
ア

ム
が
生
き
続
け
る
エ
リ
ア
と
し
て
育
成
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。

朴
美
貞
(
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員
・
京
都
大
学
非
常
勤
)
編
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2. 民団大阪府泉州支部
「分かち合う」というのは…

「手を伸ばせば届くほどに近い岡、日本と韓国。より良い日韓関係を築く事を願いながら、両闘が共に作り上げていく交涜会」

第2回「韓日文化交流会inSENSYU J --r制 9Jr 11tみJr~*J--
アポロサービスグループ
白頭学院伝統芸術部優秀生徒10名に奨学金
「奨学事業に対する意向書」に調印

43・特別寄稿 <朴美貞>
済州大学校海洋科学研究所 国際シンポジウム
iTechnology and Value of Brand/ブ、ランドの技術と価値」
東アジアの動向一学術1

4・
44聞 民団大阪府中央支部
歴史講座/菱信英氏が講演
「誠信の交わり乙そが日韓親善の扉」

京都日韓親善協会/(公財)京都青年会議所、韓国京都青年会議所
京都日韓学生旦包(モイム)2014

8・
45・ 民団京都本部
本部・支部議決・監察機関合同研修会

10・ 「第8回世界韓人の日」記念/政府褒章伝授式
金昌植・民団中央本部常任顧問に国民勲章「無窮花章」

46・ 寄稿 <椎愛英>
大統領ひとりぼっち +クネさんのつぶやき(3)+

12園 韓国民間近畿地方協議会
2014民団近畿合同ブライダルパーティー
12組のカップルが誕生

<まつだたえこ>

在日の詩(154) <曹.査通>
「満足感腹に満たせて」

48・ たえ子劇場(142)
品格を書く(欠く?)

49・
14・ 特別寄稿 <笠松性典>
莞島郡・申字徹郡守が比叡山清海鎮大使張保皐碑を正式参拝

17・ 民団大阪府泉北支部/平和統一聯合近畿連合会
光明池韓国労働者慰霊祭

50・ 特別寄稿 <菱健栄>
韓国のキリスト教伝道史(1) ""'プロテスタン卜教会~<仕田原猛>18・ [連載]歴史の接点をたずねて(64)

竹島(独島)を考える(7)
MOVIE/アジア映画社
ドキュメンタリー映画
「ふたつの祖国、ひとつの愛」

53・
24・ 民団京都府本部、京都韓国教育院、NPO法人民団京都国際
交流センタ一、韓国京都青年会議所
第15回韓国語宮司フ1(マル1¥ギ)大会

~イ・ジ、ユンソプの妻~

54・ ウリ伝統文化協会/韓国茶道協会京都支部
「韓紙工芸・ボザギ展示会Ji菊茶と韓紙工芸Ji明倫茶会/
韓国の茶文化と韓国芸能を楽しむ会」

26・ 伊藤三春・国際芸術院総裁
全国「一宮」詣で、正式参拝で絵画奉納
長門一之宮/住吉神社(山口)

特別寄稿 <安禅弘>
日韓合同慰霊祭で三界菖霊供養と世界平和祈願を厳修

56・
58・ 第10回復活!唐人揃いー「朝鮮通信使」一
川越から世界へ「信(よしみ)Jを通わす
「多文化共生・国際交流パレード」川越唐人揃い

28副 学校法人金剛学園
第7回金剛学園オープンテコンドー選手権大会

30・ 大阪韓国文化院iKoreaMonth 2014友情と希望」
K-CINEMA WEEK 2014 in OSAKA 

60・ 白頭学院伝統芸術部
全国高等学校総合文化祭10年連続出場記念
第3固定期公演「夢舞」

32・ MOVIE/アジア映画社
初公開「北朝鮮・素顔の人々」

同時上映/崩壊は現実か幻想か「金日成のパレードJ""'
東欧の見た「赤い王朝J""'

61・ 民団京都府左京支部
桂ちょうばさん迎え初の「落語会」

笠

62・ NPO法人トッカビ/民団大阪府八尾支部
第24回八尾国際交流野遊祭

韓国の社説

40・ 民団中央本部
西日本地域議決・監察機関研修会

38・

63・ 新・シニョンの朝鮮通信使現代紀行
生涯学習の先駆者/雨森芳洲

41・ 民団大阪本部
団員サービス業務を拡充

ー圃圃

KT美術館/CINEMA
i 1 ~/ ~ロッティ」

64・
「みんだん生活相談センタ一大阪」開設式

42・ 大阪韓国商工会議所
企業訪問/(株)エクセデ、ィ本社
清水春生社長が講演「強い中堅企業を作る4つの条件」


